
※この申請書は平成２６年度に限り有効です

所属研究科
専攻

指導教員名
学籍番号 ⽒名

渡航予定期間
Planned Travel
Dates

平成26年度 ⽉ ⽇ 〜 ⽉ ⽇

国名
country
都市名
city
⽤務先名称(⼤学名やホテル名)
janitorial destination(Hotel name or university
name)

学会名または訪問先受⼊れ者名
the Society name or host at training
institution

備考
remarks

⽇程表：

※旅程に関して特記事項のある場合には右の備考欄に記載してください。

【確認事項】 (必ず確認のうえ申請願します、確認できたらチェック☑してください)

□

注意事項：
・発着地は、所属研究科の拠点（吹⽥キャンパスか豊中キャンパス）となります。
・出張終了後、１週間以内に出張報告書とエビデンス(往復の航空券)を事務局まで提出しいただきます。（様式は後⽇、事務局より送付します。）
・本申請はメールにて、事務局(office@humanware.osaka-u.ac.jp)宛にお願いします。またその際必ず指導教員にもCcしてください。

往復航空券代  (未決の場合は概算で可、円で記載)
Round-trip airfare

(学会参加費請求する場合)
              参加費に含まれる⾷事(○⽉○⽇の⼣⾷ 等)
meals or accommodation, which are included in the registration fee

宿泊⽇数
No. of
Nights

訪問先
Destination

⾏先：
Destination

平成26年度 ヒューマンウェアイノベーション博⼠課程プログラム
履修⽣出張申請書（海外短期）

・ この申請書は、本プログラムの履修⽣がインターンシップ、および海外短期派遣の枠組み以外で、海外に渡航する場合に⽤いる申請書です。
・ この申請に該当する渡航は、「海外企業・機関等の訪問」「学会・研究会等への参加(発表の有無は問わない)」の⽬的で、かつ渡航期間は2週間以内を基本とします。(これ
に該当しない渡航の場合はご相談ください)
・ 本申請にて許可された渡航については、渡航に係った経費(旅費)および参加⽬的に対して発⽣する費⽤(参加費等)を全額⽀援します(上限なし)
・ 本申請が許可された場合、渡航前に、別紙「誓約書」と「パスポートコピー(初回のみ)」の提出をお願いします。
・ 本申請にて渡航した履修⽣は、事後にA4  1枚の報告書(様式・⾔語指定ナシ、⾃⾝への成果や今後への影響、さらには他の履修⽣に有効となる情報等)を提出してくださ
い。報告書の内容はHPその他⼿段にて他の履修⽣および⼀般に公開されることがあります。

本申請の渡航について、指導教員は内容について承知し、渡航を承認しています。
The supervisor has consented to this travel and recognized the contents of them.

年⽉⽇
Date

移動
Activity

備考・宿泊ホテル名
remarks ・ Accommodation

⽬的：
purpose

期待される成果：
expected
outcome

学会参加費  (必要な場合、円もしくは外貨で記載)
Registration fee

その他経費  (あれば。どういった経費かと⾦額を記載)
Others

費⽤
expense



平成 年 月 日

所属研究科

専攻

指導教員名

学籍番号

氏名(直筆)

  本プログラムとしては、履修生の海外渡航期間における安全と研修成果を生む環境作りに、可能な限りの配慮をいたします。しかしながら、自然
災害や不可抗力な事故、参加者自身の故意または不注意により生じた事故等、あるいは所持品の紛失等に対しては、賠償その他の責任を大
阪大学（本プログラム）が負うことはできませんので、あらかじめご了承ください。また、当然のことながら、本人の自由行動中の事故に関しても、そ
の責任を負うことは致しかねます。

1. 渡航中は、大阪大学が派遣する学生であることを自覚し学生としての品位と矜持をもって行動するとともに、訪問先の規則を守り、
    学業・研究活動に精励いたします。
2. 渡航の期間を満了いたします。
3. 訪問先の国の法令を遵守し、文化・風習・慣習を尊重し、社会秩序に違反いたしません。
4. 指導された事項に留意し、行動いたします。
5. 自己の責任において危機管理を行うこととし、渡航期間について保障される海外旅行保険に加入しました。
6. 派遣中の自然災害、テロ災害、航空機等交通機関にかかわる事故ならびに前記以外の人為的、不慮不可抗力による事故、
    あるいは本人の故意または 不注意による事故（本人の持病に起因するものを含む）によって生じた結果について、
    大阪大学に対して損害賠償請求はいたしません。
7. 帰国後すみやかに出張報告書類および報告書(レポート)を提出いたします。
8.正当な理由なく無断で本渡航を実施しなかった場合、ならびにこの誓約書に記載された事項に違反した場合には、大阪大学から
    渡航許可を取り消されることを了解します。
9. 本渡航に関して、指導教員は内容を把握し、その内容に意義があるとことを認めています。
    また渡航することについて了承しています。
10. 本渡航を実施することを、家族等関係者は同意し、上記事項の遵守を保証しています。

誓約書

大阪大学
ヒューマンウェアイノベーション博士課程プログラム
プログラム責任者　井上 克郎 殿

私は、ヒューマンウェアイノベーション博士課程プログラムにおいて、海外渡航するにあたり、以下の事項を守ることを誓約いたします。

平成26年度 ヒューマンウェアイノベーション博士課程プログラム
履修生出張（海外短期）誓約書

・ 申請が許可されましたら、以下の誓約書を作成し、この「誓約書の複写データ」、および初回のみ「パスポートコピー」をメールにて提出をお願いし
ます。また事後に報告書類提出と併せて「誓約書原紙」を提出してください。
・ 本申請にて渡航した履修生は、事後にA4  1枚の報告書(様式ナシ、自身への成果や今後への影響、さらには他の履修生に有効となる情報
等)を提出してください。報告書の内容はHPその他手段にて他の履修生および一般に公開されることがあります。

<海外短期派遣中の不慮の事故等に対する責任について>
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